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●編集方針

「環境報告書2002」は、4回目の発行になります。当報告書は

これまでの報告書との継続性を踏まえるとともに、最近の社

会動向、読者の皆様の関心事を考慮し、項目、記述に反映し

ました。

◎報告書発行の目的……YOKOGAWAグループが目指す「環

境経営」の姿と循環型社会の実現に向けた役割を明らかにし、

本年度の目標と実績の総括、具体的な活動の内容をお伝えし

ます。

◎理解を容易にするための配慮……環境専門用語は、＊印を

付け、同頁に解説し、業界用語、社内用語はできるだけ避け、

使用した場合は同様に解説しました。指標、率などを示す際

は、それらの計算式や読み方を付記しました。

◎透明性の確保……本報告書は、当社と報告書作成を主業務

とする第三者との協同取材・執筆により作成しました。取材

過程ではデータを開示し、また現場見学などを実施しました。

◎環境ソリューションの記述……自社の環境保全活動に加え

て「環境との調和を目指す持続ある社会・産業の実現」とい

う社会的ニーズに貢献する代表例を掲載しました。

◎ガイドラインの参照……報告書の網羅性、比較性を確保す

るために以下のガイドラインを参考にしました。「環境報告

書ガイドライン（2000年度版）」（環境省）、「ステークホルダー

重視による環境レポーティングガイドライン2001」（経済産

業省）、「環境会計ガイドライン2002年版」（環境省）、「持続

可能性報告のガイドライン」（Global Reporting Initiative）。

◎対象期間……2001年4月1日～2002年3月31日

◎発行日及び次回発行予定……2002年7月発行。

2003年7月発行予定。
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サ イ ト  

横河電機（株）本社工場 

横河電機（株）甲府事業所 

横河エレクトロニクス・マニファクチャ 
リング（株）あきる野事業所 

国際チャート（株） 

横河Ｍ＆Ｃ（株） 

横河レンタ・リース（株） 

　　同　　三重事業所 

　　同　　福島事業所 

　　同　　長野事業所 

横河トレーディング（株） 

横河エンジニアリングサービス（株） 

横河電子機器（株） 

蘇州横河電表有限公司 

Yokogawa Electric Asia Pte,Ltd

上海横河電機有限公司 

P.T Yokogawa Manufacturing Batam

重慶横河川儀有限公司*

Yokogawa Engineering Asia*

人 数  

5.766

1,046
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102
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387
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88

542

124

225

409

227

268

データ対象範囲

＊：本年度に追加されたサイトです。
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代表取締役社長

地球という限られた空間を守るために国境を越えた人々の英知を結集した「京都議定書」が我

が国においても批准され、具体的な施策がうごきはじめました。世の中の環境意識の高まりとと

もに、私ども企業は経営活動において、地球的視野をもちながら、地域の方々と共に着実に環境

保全に取り組んでいく必要があります。

YOKOGAWAグループでは、2000年1月に制定した新長期経営構想「VISION-21&ACTION-21｣

の中で「21世紀の地球環境保全や資源循環型社会をはじめとする豊かな人間社会の実現に貢献す

る」ことを掲げ、環境経営を推進することを表明しました。

この方針の下、2001年度は、モデル事業所で実証した仕組みを他の事業所へ展開することをは

じめ、新たなシステムの運用開始や各種ガイドラインの策定等を通じて、環境パフォーマンスの

向上や環境配慮型製品のご提供など、環境経営の目標をあわせた活動を展開してきました。また、

地球環境の負荷低減や循環型社会システムの構築に貢献する「環境ソリューション」も数多くご

提案させていただきました。

YOKOGAWAグループは、多様なサービスを社会にご提供する一方で、究極的な省資源、

省エネルギーを確実に実践し続けていくことが、「環境の世紀」といわれる21世紀における企業

市民としての義務であると考えています。

本報告書は、2001年度のYOKOGAWAグループの環境経営活動の概要をまとめたものです。

環境情報を適切に開示することは、環境経営における重要な企業姿勢のひとつと認識しています。

同時に、開示された情報をベースに多くのステークホルダーの皆様とオープンなコミュニ

ケーションを広めていくことも大切な仕事と心得ています。

本報告書をご高覧いただき、忌憚のないご意見を賜れば幸いに存じます。ご意見を参考に

YOKOGAWAグループの環境経営をさらに充実したものに高めていく所存です。

2002年7月
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環境への取り組みは、単に事業活動における環境保全

だけでなく、事業活動を通しての環境対応の側面も重要

と認識しています。YOKOGAWAグループは、「計測と

制御と情報をテーマにして、より豊かな人間社会の実現

に貢献する、よき市民・勇気ある開拓者となること」を

企業理念として、新長期経営構想「VISION-21 &

ACTION-21」のもとに環境経営に取組んでいます。

VISION-21 & ACTION-21では、YOKOGAWAグループ

は、産業・社会システム分野において、お客様と共に価

値を創造し、21世紀の地球環境保全や資源循環型社会を

はじめとする、豊かな人間社会の実現に貢献することを

謳っています。これを具体的に進めるものとして、私達

は次の３つを柱とするYOKOGAWAグループ環境マネジ

メントシステムの確立こそが最も重要と考えています。

資源循環型経営の推進

・省資源・省エネルギー

・環境汚染の予防

・廃棄物削減とリユース・リサイクルの推進

地球環境保全（環境ソリューションの提供）

・環境調和型製品の創出

・環境ソリューション・サービスの提供

自律的行動

・環境保全活動の実践

・企業市民活動への参加

これまで、YOKOGAWAグループはお客様のもつ装

置・プラントなどのあらゆるライフサイクルコストを最

小にして最大の付加価値を生み出せるようにすることを

意図して、最新・最高の技術やサービスと最適なソ

リューションを提供する「*ETSコンセプト」を事業活

動の重要な柱としてきました。さらにYOKOGAWAグルー

プでは環境経営を推進することで、社会システム全般の

幅広い分野において環境ソリューション・サービスの提

供に注力していきます。

以上のことを図式化すると、YOKOGAWAグループが

目指す環境経営は図のように表すことが出来ます。すな

わち、 資源循環型経営、 環境ソリューション提

供、 ステークホルダー（利害関係者）とのリレーション

シップの３つを大きな柱とします。そして多面的な意味

で健全で高い付加価値を生み出す経営（これを私達は

“Healthy & Profitable Operation”と名づけています）を

していくことによって、自然環境、経済・社会環境との

共生を図ろうとするものです。
*ETS：Enterprise Technology Solution
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1. 環境マネジメント基本規程

YOKOGAWAグループでは、長期環境経営構想の考え

のもとに、2001年４月に「YOKOGAWAグループ環境マ

ネジメント基本規程」をグループ全体のルールとして正

式に制定いたしました。

2. 環境マネジメントシステム確立のゴール

YOKOGAWAグループではグループ事業連結会社の規

模や事業内容を考慮して、それぞれに適した範囲で環境

マネジメントシステムの確立を目指しております。具体

的には、 ISO14001の認証取得を図るところ、 *簡易

版の環境マネジメントシステムの構築を図るところ、

日常生活での省エネ・廃棄物管理を確立するところの３

つのレベルを設定しています。そしてグループ全体では、

2005年度までにはそれぞれのレベルで環境マネジメント

システムを確立することをゴールとしています。
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YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程 

第１条　環境基本理念 

第２条　環境基本方針 

第３条　環境行動指針 

第４条　環境マネジメント体制 

第５条　環境保全活動の実践 

「YOKOGAWAは計測と制御と情報をテーマに、より豊かな人間社会の実現に貢献する」という企業理念に基づき 

YOKOGAWAグループは、かけがえのない地球の環境保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、産業の 

発展と環境との共生の実現に貢献する。 

YOKOGAWAグループは、地球環境保全の取組みを経営の最重要課題の１つと位置付け、環境マネジメントシス 

テムを確立し、環境パフォーマンスの継続的改善を図る。そのためにグループ各社は 

（１） 資源循環型経営を推進する 

企業活動の全てにおいて、省資源・省エネルギー、および環境汚染の予防に取組み、さらに廃棄物削減と 

リユース・リサイクルの推進に努め、ゼロエミッションを目指す。 

（２） 地球環境保全に貢献する 

環境調和型製品を創出し、地球環境保全に貢献するソリューションおよびサービスを社会に提供する。 

（３） 

（１） 

（２） 

（３） 

（１） 

（１） 

（２） 

（２） 

（３） 

環境に配慮し、自律的に行動する 

全社員は環境基本理念・行動指針・基本方針を理解し、環境意識の高揚を図り、自律的に環境保全活動を 

実践する。また、環境保全に関する企業市民活動への積極的な参画と支援に努める。 

YOKOGAWAグループは、企業活動のあらゆる面で地球環境保全に配慮して行動する。そのためにグループ各社は 

自らあらゆる環境負荷を低減し、資源循環型経営を推進する。 

お客様の地球環境保全活動を積極的に支援する。 

グローバルな地球環境保全への取組みに、積極的に参加、協力する。 

横河電機統括環境担当役員は横河電機社長に直結し、グループ各社の環境保全にかかわる事項について 

社長を代行し、統括する。 

経営責任・支援部署は、グループ各社に本規程を実行するよう指導する。 

環境保全活動を実施する責任は、グループ各社の長が負う。 

グループ各社は環境基本方針を遵守し、具体的な環境保全活動を実践する。 

本社機能を持つ部署は、各事業部やグループ各社への指示・支援を充実し、環境保全活動を展開する。 
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＊簡易版の環境マネジメントシステム：

間接系事業連結会社対応の環境マネジメントシステム


